
腕に輝く 

「オレンジリング」は、 

認知症サポーターのあかし！ 

★福祉実践教室の紹介⑦＜豊川市を知ろう！＞ 

【思いやりのこころが育つ認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座編】 

「少子高齢化」という言葉は、聞きなじみがある言葉です

ね。特に、高齢化は目まぐるしい勢いで進んでいます。豊

川市の高齢化率は２５％を超えています。実に４人に 1

人が６５歳以上であることを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『大好きだよ キヨちゃん』を、高齢者相談センター職員が思いを込めて朗読します。 

「認知症」は、大切な家族の名前さえも忘れてしまうことがあります。 

これ以上に悲しいことは他にありません。 

その原因は、「認知症」という症状にあることを学ぶことは、大きな意義を持ちます。 

子どもたちにとっては、大好きなおじいちゃん、おばあちゃんが認知症になることもあ

ります。認知症について正しい知識を身に付けて、大人になっても「認知症サポータ

ー」として、活動できることを期待しています。 


